
  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「めじろん基金」 

 

 

 

 

公益財団法人おおいた共創基金 
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「めじろん基金」は、みなさまからのご寄付により、ボ

ランティア団体やＮＰＯ法人などの公益活動の支援を行

っています。 
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〇 第９回おおいたＮＰＯ博に参加しました！ 

令和７年１１月１６日（日）にＮＰＯ団体や市民団体の日頃の活動を知ってもらうために大分市が開催した「第９回おおいたＮＰＯ

博」に参加しました。 

  今年も「トヨタカローラ大分 祝祭の広場」で行われ、ステージでは、団体の紹介や様々な催しが披露され場内は盛り上がりまし

た。めじろん基金もブースを設置し、ＰＲチラシ、めじろんティッシュなどを配布しました。また、募金箱には、多くの方々にご寄付を

いただきました。誠にありがとうございました。 

また、同じブース内には、当基金に売上金額の一定割合をご寄付いただく覚書を締結している「ＡＭＡ-ＲＥ（アマ=リ）」さんにも

ご参加いただき、アップサイクル商品（廃棄物や不用品を新しい製品にアップグレードした商品）の販売も行っていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会式                    めじろん基金ブース                ブース紹介 
  

            

活       動       報      告 

〇 企業とＮＰＯの協働推進セミナー２０２５を開催しました！     

 令和７年１１月１３日（木）に大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）２階大会議室にて「多様な主体との協働の推進を

めざして」をテーマに「企業とＮＰＯの協働推進セミナー２０２5」を大分県と共同で開催しました。会場では２６名の参加をいただき、

オンラインによる同時配信も行いました。 

 第１部は、株式会社御祓川代表取締役の森山奈美氏を講師に「異質なものをつなげる力～能登における協働コーディネートのリ

アル～」と題して講演をいただき、第２部は、公益財団法人日本非営利組織評価センター業務執行理事の山田泰久氏から「グッド

ギビングマーク制度説明」をオンラインにより行っていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          講演の様子                     講  演               グッドギビングマーク制度説明 
               

               

「めじろん基金」は、公益財団法人日本

非営利組織評価センター（ＪＣＮＥ）の

審査・認証を受け、大分県第 1号のグッ

ドギビングマーク(適切なガバナンス組

織の証)認証団体となりました。 



ＮＰＯスキルアップ講座 
 

 

    

     

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 8 年度 ＮＰＯ基盤強化支援事業【報告】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 7 年 度  Ｎ Ｐ Ｏ 寄 付 金 集 め 支 援 事 業 

 

令和７年度 おおいたボランティア・NPOセンター 講座報告 

ＮＰＯ団体が寄付金集めのノウハウを身につけ、継続的に活動できることを目的に、下記団体が事業を行いました。 

特定非営利活動法人 Beautiful World 

 

 

 

【団体運営とヒトのはなし】 

地域ひとネット代表理事の谷川真奈美さんに活動経験

や活動支援者の視点から 

◇活動者として考えたこと 

◇仲間やファンを増やすには 

◇活動団体のお悩みから見えてきたこと 

◇今から取り組めること   

などについてお話していただきました。 

開催日時：令和８年２月１８日（水）１３：３０～１５：３０ 

参加団体：１０団体１１名（会場：４名 オンライン：７名） 

 

 

 

活動背景 
ウクライナ戦争勃発後、日本に避難してきたウクライナ避難民を支援するため、生活支援や避難民の就労支援などを展開し 

ている。 
しかし、高齢者や障がいを抱えた方、また子育て中の母親などは、自力での移動が難しく、生活物資の購入が充分にできて

いない避難民もいる。またウクライナ支援への広報を兼ねたイベントも行いたいが、資金が不足している状況である。 

 

募金集めの方法 
・イベント会場での募金箱設置、 

募金の呼びかけ 

・地場企業や個人への寄付金依頼 

・ウクライナ料理店への募金箱設置 

 

活動を通じて苦労した点、よかった点 
  活動時間の確保や寄付の呼びかけを継続的に行っていくことが 

大変だった。 

支援してくれる方々がいたおかげで、継続的に取り組むことがで 

きた。 

 

反省点 
事前の広報が十分でなかった。 

今後はＳＮＳやチラシなどを活用して、より多くの方に活動を知って 

いただけるようにしたい。                     

                               イベントでの募金集めの様子 

【ＮＰＯの“やってみたい“を形にする 

クラウドファンディング講座】 

寄付プラットフォーム Syncableプロダクトマネージャ

ー長谷川拓海さんに、クラウドファンディングの基本や

成功事例、準備から広報までの流れを話していただ

き、クラウドファンディング実施に向けた"土台"を整え、

次の一歩を踏み出す準備についてお話していただきま

した。 

開催日時：令和８年１月３０日（金）１３：３０～１５：３０ 

参加団体：１４団体２１名（会場：１２名 オンライン：９名） 

 

 

寄付金、助成金の使途 
・ウクライナ支援活動 

・生活支援物資の購入 

・イベント運営費 

・広報活動費 等 


